
データシート 
 
業  種  鉄道・軌道 
取組分野 安全重点施策の確実な実施等 
テーマ 自社の安全課題等を踏まえた中期安全計画の見直し・改善 
取組の狙

い 
安全に係る自社の現状を把握し、その結果から見いだされた課題等を次期

中期安全計画に反映する。 
東日本旅客鉄道(株)では、自社の中期安全計画（安全 5 ヵ年計画）

の見直し・改善に当たり、以下の取組みを行っている。 
具体的内

容 
１．社員の安全意識アンケート調査 

平成 20 年 7 月に次期安全 5 ヵ年計画策定作業の一環として、

社員の安全意識の調査、安全計画策定への参画意識の創出を目

的にグループ会社を含め、社員約 55,000 人を対象に安全に係る

アンケート調査を実施。マークシート方式（一部自由記述を含む）の

17 問により、現在の取組状況における、「会社全体」「職場」「個人」

のそれぞれの視点から、「安全の現状認識」「安全上の課題と今後

必要な取組み」を調査。結果を次期安全 5 カ年計画に反映させた。

２．安全 5 ヵ年計画の進捗状況の把握 
平成 20 年度までの安全 5 ヵ年計画「安全計画 2008」を踏まえ、

本社各主管部で年度の組織目標を定めるとともに、それを受けて、

各支社では年度実行計画を定め、経営企画部が半期に１回、本社

各主管部及び各支社に対する組織目標のヒアリングを実施し、その

進捗状況を確認。また、各施策の個別の進捗については、鉄道事

業本部内の打ち合わせで安全統括管理者が毎月確認することで、

安全設備の整備状況や安全マネジメント体制の構築状況のほか、

特に安全上の課題となるものについて把握を行っている。 
３．安全 5 ヵ年計画の見直し・改善 

平成 20 年度までの安全 5 ヵ年計画「安全計画 2008」の進捗状

況のほか、上記アンケート調査の結果（アンケートで見出された社員

の安全に関する意識の状況や課題）等から、安全に係る自社の現

状の課題等を十分に把握・精査したうえ、平成 21 年度からの次期

安全 5 ヵ年計画「安全ビジョン 2013」を策定。 

 



 
 

１．10 年前のアンケート結果と比較し、職場の安全風土、社員の安全

意識の推移を把握し、従来からの安全に関する各種取組みの効果・

有効性を確認。 

取組の効

果 

２．チャレンジ・セイフティ運動の原点回帰、安全知識・技術の継承の

必要性など、アンケートで把握した安全上の課題を、次期安全 5 カ年

計画に反映。 
東日本旅客鉄道(株)  事業者名 
（連絡先：鉄道事業本部 安全企画部） 

 
 

 


